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 １月が終わり、３学期も残すところ２ケ月となりました。４月の頃と比べてできる事が増え、児童クラブの良

さでもある異年齢で遊ぶ場面をよく見かけます。 

 さて、先日はお忙しい中、令和６年度継続入会児童保護者面談にご参加いただきありがとうございました。今

年度末で退会するお子さんは 10 名おられます。のびのび児童クラブ開設当初からおられるお子さんが退会とな

り、月日の経つのを感じます。残りの時間を一日一日大切に、楽しい思い出がたくさんできるよう子どもたちの

成長を見守りながら支援していきたいと思います。 

 

 

 １月９日（火）午後に宇美神社へ初詣に出かけまし

た。グループごとにリーダーが先頭、サブリーダー最

後尾となり、歩いて参拝しました。境内にある様々な

神社の名前について尋ねる児童がいました。みんな

どんな願い事をしたのでしょうか。 

 

 

 

 １月 10日（水）１月生まれのお友だちを紹介して、「ハッピーバースデイ」「ドレミの

歌」を歌いました。なじみの曲で大きな声で歌っていました。 

 

 

 

一人一人絵馬を作成し、願い事を書きました。「サッカーが上手になりたい」「もっと

友だちを増やしたい」「いい年をすごせますように」「けんこうですごせますように」「み

んな えがおですごせますように」など、様々な願い事が書かれていました。 

職員が「みんなが話を静かにきいてくれますように」と書いたところ、それをじっと

見つめていた４年生Ｅさんが「なんだか切ないね」と一言・・・。 

のびのび児童クラブにいる人すべての願いが叶いますように。 

 

 

 

 １月 15日（月）新年茶会をしました。４人ずつと少人数で本の部屋に案内し、まずお饅頭を食べ、その後職員

が点てた抹茶を頂きました。落ち着いた雰囲気で新年茶会をすることができました。２杯目は自分で点てた子も

いました。自分で点てるとまた違った味わいに感じたのではないでしょうか。正月におばあちゃんの家で抹茶を

飲んだと教えてくれた子もいました。 

 リクエストがあったので、２月も 

お茶会をしたいと思います。  

 

 

のびのび児童クラブだより 

令和５年度 ２月号 



ほっこりエピソード㉑ 

 

島根大学 1000 時間学修プログラム 

交通安全指導 

 

おすすめの本の紹介「かいじゅうポポリはこうやって いかりをのりきった」 

 

 

 １月 24 日（水）平田広域交番の方にお越しいただき、交通安全指導をしていただきました。平田小学校から

の下校ルートを通って下校してくる児童の様子を見ていただきました。 

児童クラブに下校した後、子ども達に指導していただいた内容は次の３つです。 

① 赤信号を待つときに道路ギリギリのところで待っている子がいたので、一歩下がって待つこと。 

② 信号が青になったら左右確認せずに飛び出す子がいたので、必ず左右確認してから進むこと。 

③ 「ハートの約束」。道路では は「走らない」あ「遊ばない」と「飛び出さない」を覚えて守ること。 

 子どもの視野は大人の視野より、はるかに狭く、しっかり前を見ることに集中することが苦手です。 

児童クラブまで安全に下校できるように、今後も交通安全指導を定期的に行っていきます。ご自宅でも登下校の

安全についてお話してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 12 月 26 日（火）～１月５日（金）まで５日間、島根大学教育学部３年生１名が児童と一緒に過ごしました。

学習時間は質問に丁寧に対応し、外遊びでは鬼ごっこを全力でするなど、子どもたちと積極的に関わってくれま

した。 

 

 

 児童クラブの毎日の生活の中で、必要もない時に大声で叫ぶ、奇声を上げる、テーブルの上に乗る、ロッカー

に上がるなど、気になる場面があります。子どもたちが学校で一日頑張って過ごした中で、いろんな感情を抱い

て下校してきます。また児童クラブ内で起こる出来事でも、いろんな感情を抱くと思います。 

 児童クラブでは、そのような場面に遭遇したら、まずその子にその言動が良いことなのか悪いことなのかを考

えてもらう声掛けをして、気づいてもらうようにしています。それでも同じことを繰り返してしまう子もいます。 

 今回紹介する本「かいじゅうポポリはこうやって いかりをのりきった」著者 新井洋行、

監修 岡田俊（児童精神科医）は、怒りやかんしゃくを起こした時にどうやって乗り越えたら

いいか、生きやすくなるヒントが書かれています。ぜひ親子で読んでいただきたい一冊です。 

 児童クラブに１冊あります。貸出しますので、ご希望の方は職員にお知らせください。 

 

～ のびのび児童クラブで、心がほっこり暖かくなったエピソードを紹介します ～ 

 

 

 ある日、「誰か二階掃除をお願いできる？」と職員が尋ねたところ、「私やるよ」と１年生Ｔさん、４年生Ｅさ

んが、すぐに手を上げてくれました。テーブル拭き、掃き掃除を手際よくしてくれました。その後「誰か洗濯物

干しをお願いできる？」と声をかけると、２年生Ｍくんが手伝ってくれました。Ｍくんは職員が玄関壁から外し

た絵馬をロッカーに入れる作業もしてくれました。 

小学生になるとなんでも手伝ってくれて、とても助かります。 

 



 

令和五年度 のびのび児童クラブ めざす姿 

①気持ちの良いあいさつ、返事、言葉遣いができる子 

②人の話を聞くことができる子 

③自分の思いを表現できる子 

  

＜お知らせ・お願い＞ 

☆ ２月行事について 

２月２日（金）豆まき会 

２月 20日（火）集金袋配布 

 

☆ 職員研修について 

２月２日（金）全国こどもの健全育成リーダー養成セミナー オンライン（原） 

２月６日（火）平田小学校授業公開 （今津・原） 

２月 11日（日）放課後児童支援員キャリアアップ研修（今津） 

 

☆ 職員について 

・１月 31日付で松村支援員補助は退職しました。大変お世話になりありがとうございました。 

・２月１日から出雲市シルバー人材センターの飯塚ヤス子さん、松田みゆきさんが支援員補助と

して勤務されますのでお知らせします。 

 

☆ 子どもの不用品リユースについて 

のびのび児童クラブでは、今年度子どもの不用品リユースコーナーとして、ご家庭で不要と

なった服、ジャンバー、靴、長靴、ゾウリ、レインコート、帽子、防寒用品などご持参いただき

ました。 

いただいた衣類は、児童クラブの中で必要に応じて持ち帰ってもらう他に、社会福祉協議会へ

の寄贈も行っており、必要な方に役立ててもらう取り組みをしています。 

今後も常時受け取りますので、ご協力をお願いします。 

また、玩具についてもまだ使えるが不要となった物がありましたらご持参いただけると喜び

ます。 


